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チームビルディング研�inびわ湖とは�

〜�業の�員研�に、��湖でチームビルディング�〜
 

BSCでは、��湖でのウォータースポーツ、アウトドア体�を軸としたチームビルディ
ング研�をご⽤�しています。

�業、団体におけるチームは、�く�ったバックグラウンドを持ったメンバーによっ

て��されています。

��内のダイバーシティ（��性）が⼤切となりつつある現代の�業����。

��性が�まればその�、��内での�の�いコミュニケーションが�められます。

ほとんどの�が��したことのないアウトドアチャレンジを�じて、チームメンバー

が同じ「�めての体�」を共有することで、チーム内で良�なコミュニケーションを

可�とする�地を作るお⼿�いをいたします。

 
�内研�、内�者研�、���員研�、リーダー研�、キックオフなど・・・

是�⼀度ご��くださいませ�

 



チームビルディングとは

�が�まっているだけのグループではなく、個々の⾃主性を尊重し協⼒しあうことで、共�の⽬的や⽬

標�成を⽬指すチームづくりのこと。チームビルディング研�を�してチームワークを�めることで、

⽣�性アップや�場��向上を⽬指します。

理想的なチームに必�な�件「GRIP」
◇Goal（⽬的）�メンバーがモチベーションを持ち、成功イメージを�ける⽬標��か
・・・ゴールは⼀�的に�えられるよりも、⾃�たちで決めた�が団�は⽣まれやすい

◇Roles（��）���が��か、責任を果たせているか、�⼒を発揮できているか
・・・メンバーが果たすべき��を理�できるようになる

◇Interpersonal Relationship（�間��）�コミュニケーションが⼗��れているか、
⽬標に向けて個々のメンバーが主体的に�⾒を�しているか

・・・「��して他�に仕事を任せられる」「⾃���の仕事をフォローしあえる」

◇Process（��り）��体的に�駄のない業�フローとスケジュール�理
・・・各タスクや業��体を�書や��などで���することで、��に理�ができる



コミュニケーションの活発�

アイディアやイノベーションの��

チームビルディングを⾏うメリット

チームでの⽬標�成

モチベーション・パフォーマンスの向上

メンバーの���担や協⼒作業によって、個々の�⼒を超えた⼒を発揮してチ

ームの⽬標を�成できます。��の�員の�⼒に頼ることなく、個々のメンバ

ーが�材��で活�し、チームとして成果をあげられるようになります。

仲間との�帯�、�頼性が�まり、コミュニケーションが活発�します。上司

から�下に�する⼀��⾏の指⽰だけでなく、現場の�⾒がマネジメント�に

�わりやすくなるなどの�果も期待できます。

個�の�⼒や性�などを尊重することで��性が�持され、お�いの�⾒によ

って、�う⾓度から物事を��できるなど相乗�果が期待でき、�果としてア

イディアやイノベーションが⽣まれやすくなります。

�間は、他�に貢�したいという��を持っています。チームとして��する

ようになれば、メンバーがやりがいを持って働きやすい�場になり、その�

果、個々やチームとしてのパフォーマンス向上が期待できます。



主なプログラム内�

カヤックに乗って、制�時間内に�く

の⽬的地を⽬指す�に�てもらいま

す。インストラクターより��事項の

みお�えした�は、「�が先頭でい

く�」「もし漕いでる�中ではぐれた

らどうやって��とる�」「もしカヤ

ックが�覆したときはどうする�」

等、すべてチーム内できめてもらい、

リスクヘッジ⼒とチームワークを築き

ます。

⽬の前に立ちはだかる�４mの�。
��を⼀切使わず、 �員が�りきる
まで�われないチャレンジ� シンプ
ルな�題だからこそ、�りきる⼿�に

正�はありません。�々な知恵を�し

�いながら攻略することで、⾃�やメ

ンバー の得⼿不得⼿を知ることがで
きます。

◇カヤックチャレンジ

◇ウォールチャレンジ

◇2030SDGsゲーム

◇ナイトウォークラリー

SDGsの17の⽬標を�成するために、
現在から2030年までの�のりを体�
するこのゲームは、「なぜSDGsが�
たちの�界に必�なのか」そして、

「それがあることによってどんな��

や可�性があるのか」を体�的に理�

した�、�り�りのワークショップを

�じて�びや気づきを得ることができ

る、��業のCSR活動などで�題のカ
ードゲームです。

⽬�や��などが書かれたコース地�

を頼りに、未知のコースを�くゲーム

です。中には�たような�が何カ�も

あり、ルートを間�うことも・・・み

んなで知恵を�し�うことで、⾃�と

コミュニケーションが�れ、チームワ

ークや��⼒、��⼒を�うことがで

きます。みんなで⼒を�わせながら�

の��に�かけましょう�



��するプログラム内�、

ご希�の�在時間によって

��書・⾒積書をお�し�しますので

お気軽にご希�をお�えください�

料金および
スケジュール例

基�料金100,000円（��110,000円）
＋15,000円（��16,500円）∕1�
※��代�く

⽇�りプラン（半⽇コースの場�）

基�料金300,000円（��330,000円）
＋25,000円（��27,500円）∕1��
※��、⼣�代�く

�泊プラン

・BBQ：3,000円（��3,300円）∕1��
 ※＋2,000円（��2,200円）で
「�江⽜コース」に�更できます。

 
・⾃��ピザ�でのピザづくり体��1,500円

（���1,650円）∕1��
 

・カレーライス�700円（��770円）∕1��
 

〜��をBSCでご⽤�することも可�です〜
 

基�料金には、基�プログラム、指

�、1泊1�（��）、保�、��使
⽤、リスク�理等の料金を�みます。

��

・��∕更�（1h）
・カヤックチャレンジ(1.5h)
・ウォールチャレンジ(1h)
・2030SDGsゲーム(2.5h) など
��時間��6時間

※２時間〜、ご希�にあわせて
 スケジュールを作成いたします。

⽇�りプラン※半⽇コースの場�

料金� スケジュール例

【1⽇⽬】
BSC�� 開�式
・ウォールチャレンジ（1h）
・カヤックチャレンジ(1.5h)
・アウトドアクッキング・⼣�(2h)
・ナイトウォークラリー(2h~)
【2⽇⽬】
・��

・カヤックツアー(1.5h)
・2030SDGsゲーム（2.5h）
・�り�り ミーティング
閉�式 BSC�散

�泊プラン（1泊2⽇）



キャンセル��

◇当⽇~2�間前�100%
◇2�間前〜1ヶ⽉前�50%
◇1ヶ⽉〜2ヶ⽉前�20%
◇2ヶ⽉〜3ヶ⽉前�10%

団体�の都�で���りやめ（中⽌等）の場�、
お申し�み時の��、�⽤に�して下�のキャンセル料が必�となります。

ウォータースポーツは��に�わらず濡れますので⾬による中⽌はありません。

「⾬�中⽌」等は、お��の都�となります。

01

当⽇�100%
前⽇�80%
7〜2⽇前�50%

��、⾒�等による����減の場�、お申�時からの減員�に�して下�のキャンセル料が必�です
(�体の1��内を超える場�は、減員�×キャンセル料率となります)

02
��当⽇、暴⾵��が発令された場�、中⽌になり、キャンセル料金はいりません。

暴⾵��が発令されていない時点でのキャンセルについては

・お��の都�によるキャンセルにあたります。

・��が�くなると予測され、��希�されない場�も�当いたします。

・当⽇の��状況により、�⾵、波により、���来ない種⽬、��された時間についての、��し、減�はいたしません。



BSCウォータースポーツセンター
〒520-0516 �賀�⼤津�南�路4-1

【電⾞利⽤】��り�JR湖⻄� 「�莱� 」から徒�7�
・JR�都�⇒�40�
・JR⼤��⇒�70�

【お⾞∕バス利⽤】湖⻄�路（�賀I.C. �由）
・�都東IC ⇒ �40�
・�⽥JCT⇒�70�

���内∕アクセス

 

◇ウォータースポーツ体�場�

��内のびわ湖にて⾏います。

◇研��（〜30��）
ホワイトボード∕プロジェクター��

◇テラス

�事場�や��でのMTGに�
◇�泊棟（和�）

�気�浄�∕エアコン��

◇その他

・テント泊（ソロテント）∕コテージ泊なども可�です。

・シャワールーム�男女各４基づつございます。



ーさいごにー

 
�たちBSCウォータースポーツセンターは、��湖�良�のふもと、

�と�あふれる湖⻄・�莱（ほうらい）�にあります。

1973年に�業し、ヨット・カヤック・ウインドサーフィンなどの
アクティビティを提供して45年�上になります。

 
�たちは、�立�来⼀貫して

「�⽇常体�・挑戦・��・��の�品�プログラム」を

提供することに情�をかけるチームです。

 
 

こんなご時�だからこそ、

⾃�の中での体を動かしたチームビルディング研�を�じて、

チーム内で良�なコミュニケーションが�れるような場を作る

お⼿�いをさせていただけませんでしょうか�

 
貴�の�材開発の⼀助となれますと�いでございます。

ご来場、�よりお待ちしております。

 
BSCウォータースポーツセンター ⼀同

 
 
 


